
　
１
９
９
９
年
に
小
田
原
市

の
人
口
は
20
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、現
在
は
約
19

万
人
と
１
万
人
以
上
減
少

し
て
い
ま
す
。全
国
１
７
４
７

の
市
町
村
の
う
ち
、２
３
８

（
13・６
％
）は
人
口
が
増
加

中（
東
洋
経
済
調
べ
）。大
都

市
だ
け
で
な
く
、県
内
で
も

藤
沢
市
、海
老
名
市
、開
成

町
な
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
増
減
に
は
自
然
増

減（
死
亡
数
と
出
生
数
の

差
）、社
会
増
減（
転
出
数
と

転
入
数
の
差
）が
あ
り
、小
田

原
市
は
い
ず
れ
も
減
少
し
て

い
ま
す
。か
つ
て
転
出
人
口
が

全
国
で
最
多
だ
っ
た
横
須
賀

市
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で

す
。
　
こ
の
20
年
間
で
小
田
原
市

は
５
・
３
％
、横
須
賀
市
は

８・４
％
人
口
が
減
少
。一方
、

藤
沢
市
は
15・１
％
、海
老
名

市
は
14・０
％
増
加
。藤
沢
市

は
横
須
賀
市
を
抜
き
、政
令

市
に
次
ぐ
県
内
第
４
の
都
市

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
口
減
少
社
会
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
」と
い
っ
た
声
も

聞
こ
え
ま
す
が
、県
内
で
も

成
果
を
出
し
て
い
る
市
町
村

が
あ
り
ま
す
。藤
沢
、海
老
名

両
市
の
共
通
点
は
、し
っ
か

り
と
し
た
都
市
政
策
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
。や
り
方

次
第
で
は
人
を
呼
び
込
め
る

の
で
す
。

　

農
業
で
は
従
事
者
が
減

り
、担
い
手
不
足
や
耕
作
放

棄
地
の
課
題
が
増
え
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
で
は
教
育
や

医
療
、災
害
対
策
な
ど
、生

活
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
す
。小
田
原

の
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か

し
、人
口
増
加
政
策
を
実
施

す
べき
で
す
。
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直近10年間の自然増・社会増

人口増加率（1999年＝0）


